
福岡城の外城 (外曲輪)を守る、赤坂門 (写真提供 :しんわ資料室 )

「赤
坂
門
跡
」明

治

通

り

「
赤

坂

門
」
バ
ス
停

付

近

、
九

州
電
力
赤

坂
変

電
所

の
レ
ン

ガ
塀
に
赤
坂
門
跡
の
説
明
版
が
設
置

さ
れ

て
お

り
ま

す
。
こ
の
敷

地

の
地

下
か
ら
福
岡
城

「赤
坂
門
」
の
石
垣
が

発
見
さ
れ
た
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
「赤
坂
門
」
か
ら
西
、
福
岡
城
址
の
北
部
、
裁
判
所
と

お
濠
を
挟
ん
だ

「上
の
橋
」
に
、
平
成
六
年
十

一
月
電
通
福
岡

ビ
ル
内
郵
便
局
は
開
局
し
、
〈
フ
年
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年

一
月
、
郵
便
局
の
「ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
い
て
、

「新
春

一
福
岡
城
と
筑
前
六
端
城
で
不
ル
展
」
を
市
民
の
会

事
務
局
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

展
示
し
た
が
不
ル
は
ど
れ
も
見
事
で
、
特
に
「福
岡
藩
領
・

福
岡
城
下
の
古
地
図
」
へ
の
関
心
が
高
く
、
「ど
こ
か
で
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
」
等
、
お
問
い
合
わ
せ
も
数
多

く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郵
便
局
ご
利
用
の
お
客
様
に
も
ご
好
評
い
た
だ

き
、
「
お
濠
端
会
東
本
員
と
し
て
「福
岡
城
市
民
の
会
」
の
皆

様
に
貢
献
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「夢
は
大
き
く
、
東
京
丸
の
内
オ
フ
イ
ス
街
に
負
け

な
い
福
岡
城
周
辺
オ
フ
イ
ス
街
を
目
指
し
、
官
民

一
体
と
な

っ
た
情
報
交
換
の
場
」
の
理
念
を
掲
げ
、
福
博
の
歴
史
や
文

化
に
興
味
溢
れ
る
テ
ー
マ
を
共
有
し
、
「福
岡
城
の
天
守
閣

再
建
」
実
現
へ
の
支
援
を
目
指
す
、
「お
濠
端
会
」
も
創
設
さ

れ
て
早
や
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

福
博
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
で
す
が
、
〈本
員
ひ
と
り

一

人
が
よ
り

一
層
の
「郷
土
愛
」
で
も
っ
て
壮
大
な

「天
守
閣
再

建
」
実
現
も
夢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
桜
の
美
し
い
季
節
で
す
。

城
内
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「赤
坂
門
」
に
始
ま
る
外
堀
の

桜
並
木
や
石
垣
は
、
私
と
多
く
の
会
員
と
関
係
者
の
皆
様
に

異
な
る
「夢
」
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



黒
磐
暑
磐
十
一皇
堡
言
ニ

顆
目
一言
曇
贅
れ
な
曇
ム
麟
薔

長
久
様
が

二
月
二
十
六

日
、
九
十
二

才

の
天
寿
を

全
う
さ
れ
旅

立
た
れ
ま
し

た
。
昨
年
十

一
月
、
上
京
の
折
お
会
い
し
福
岡
の

近
況
を
話
題
に
お
元
気
な
姿
に
接
し
て
問
も
な
く

の
こ
と
、
哀
情
の
念
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

神
葬
祭
は
三
月
二
日
、
港
区
青
山
葬
儀
所
、
長

高
様
を
喪
主
に
多
く
の
親
族
の
方
が
会
葬
さ
れ
ま

し
た
。

福
岡
か
ら
も
、
藤
香
会
会
長
山
崎
拓
氏
の
ご
夫

人
、
福
岡
吉
田
市
長
、
福
岡
博
物
館
西
館
長
、
福

岡
城
市
民
の
会
石
井
理
事
長
、
そ
し
て
光
雲
神

社
、
菩
提
寺
の
崇
福
寺
ほ
か
黒
田
藩
ゆ
か
り
の
神

社
寺
院
の
方
、
黒
田
奨
学
会
、
藤
香
会
関
係
多
数

の
方
が
参
列
さ
れ
哀
悼
の
意
を
表
し
、
長
久
様
の

ご
遺
徳
を
偲
ぶ
盛
大
な
葬
儀
が
あ
り
ま
し
た
。

祭
主
の
祝
辞
奏
上
で
は
、
長
久
様
の
ご

一
生
に

わ
た
る
経
歴
と
ご
功
績
を
、
弔
辞
は
黒
田
奨
学
会

各
務
理
事
長
、
山
階
鳥
類
研
究
所
山
岸
所
長
か
ら

夫
々
偉
大
な
業
績
に
つ
い
て
賛
辞
が
奉
呈
さ
れ
ま

し
た
。

若

い
時
代
か
ら
藤
香
会
員
と
し
て
長
久
様
が
ご

来
福
の
節
は
親
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
ご
薫
陶
を

頂
き
ま
し
た
私
に
と
り
、
忘
れ
難

い
思
い
出
が
走

馬
灯
の
よ
う
に
め
ぐ
り
ま
す
。
黒
田
家
暴
所
保
全

の
た
め
福
岡
市
の
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
ら

れ
、
市
民
参
詣
の
便
利
の
た
め
通
路
を
建
設
し
て

「藤
水
門
」
と
命
名
、
自
筆
扁
額
な
ど
揚
げ
ら

れ
、
ま
た
四
年
前
福
岡
を
襲

っ
た
大
地
震
で
は
、

墓
石

・
灯
篭

・
周
囲
の
石
塀
倒
壊
と
大
被
害
で
、

大
変
憂
慮
さ
れ
ま
し
た
が
、　
一
年
後
に
は
立
派
に

修
復
が
完
成
し
、
殊
の
外
喜
ば
れ

「市
民
の
皆
さ

ん
有
難
う
」
と
笑
顔
の

一
言
が
日
に
焼
き
つ
い
て

い
ま
す
。
如
水
公
の
四
百
年
遠
忌
大
祭
で
は
、
第

二
回
里
田
サ
ミ
ッ
ト
で
ご
挨
拶
さ
れ
、
こ
れ
を
機

会
に

「福
岡
城
に
天
守
間
を
」
と
い
う
市
民
運
動

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ご
家
族
で
初

め
て
山
笠
や
博
多
ど
ん
た
く

の
見
物
を
さ
れ
た

り
、
見
事
な
鳥
絵
展
を
開
催
さ
れ
た
り
、
ど
ん
た

く
音
頭
を
作
詩
作
曲
さ
れ
る
な
ど
、
絵
画
や
音
楽

へ
の
造
詣
も
深
く
、
福
岡
を
故
郷
と
し
て
愛
さ

れ
、
何
か
と
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。

「愛
は
人
生

の
太
陽
」

「和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
を
身
を
以

て
示
さ
れ
、
常
に
端
正
な
姿
勢
で
、
ほ
ん
と
に
気

品
に
満
ち
た
殿
様
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
長

高
様
が
ご
遺
志
を
継
が
れ
ま
す
が
、
ど
う
か
天
国

か
ら
温
か
く
お
見
守
り
下
さ
い
。
福
岡
市
民
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

絡
間

の
参

の
若

え
を

　

つ
く
ら
れ
こ

黒

口

の
る

こ
そ
　
・ふ
吃

に
と
と
め
ん

藤
香
会
　
中
島
敏
行

一
月
二
十
日
（火
曜
日
）
十
五
時
か
ら
、
ふ

く
お
か
フ
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
グ
ル
ー
プ
本
社
ビ

ル
三
階
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
理
事
長
あ
い
さ
つ
、
福
岡
銀
行
五
島

久
氏
に
よ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
グ
ル
ー
プ
ビ

ル
の
概
要
説
明
、
岡
部
事
務
局
長
よ
り
、
ゲ

ス
ト
博
多
仁
和
加
の
松
崎
・浜
両
氏
が
紹
介

さ
れ
、
本
題
に
入
り
ま
し
た
。
「に
わ
か
に
つ

く
る
～
即
席
Ｌ
博
多
こ
と
ば
～

小
文
化
～
笑
文
化
Ｌ
自
然
会
活

～

一
口
仁
和
加
～
か
け
あ
い
仁

和
加
」
な
ど
の
お
話
。
出
席
者
の

出
題
を
、
見
事
な
即
興
で
作
成

さ
れ
、
万
雷
の
拍
手
で
す
。

こ
の
あ
と
、
五
島
氏
の
ご
配
慮

に
よ
り
、
並
日
段
入
る
こ
と
の
出
来

な
い
施
設
内
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
環
境
配
慮
型
オ
フ
イ
ス
ビ
ル
、

博
多
織

・
五
色
献
上
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て

様
々
な
形
で
広
場
植
栽
な
ど
が
構
築
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
ビ
ル
の
十
三
階

盆
ハ
十
四

ｍ
）

か
ら
の
福
岡
城
趾
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

懇
談
の
後
、
素
敵
な
ビ
ル
に
別
れ
を
つ
げ
、

散
会
い
た
し
ま
し
た
。

FFGパンフレットより

曖出瞼烈曖薗
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蔦 ム
の

口 ::4
ん
た藤

三
代
藩
主

・
黒
田
光
之
は
忠
之
の
嫡

男
と
し
て
寛
永
五
年

二

六

二
八
年
）
早

良

郡
橋
本

村

で
生
ま
れ

た
。
「
黒

田
騒

動
」
も
領
土
安
堵
と
無
事
収
ま
り
、
こ
れ

も
神
仏
の
お
陰
と
幼
時
よ
り
信
仰
心
が

厚
か
っ
た
。
藩
主
と
な
る
と
橋
本
村
の
八

幡
さ
ま
を
百
道
松
原
に
移
し
、
本
殿
、
拝

殿
な
ど
を
造
営
し
百
石
寄
進
し
た
の
が

紅
葉
八
幡
さ
ま
で
あ
る
。
大
正
三
年
、
現

在
地

に
移
さ
れ
た
が
福
岡
の
西
の
中
心

と
し
て
繁
栄
す
る
基
盤
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
聖
福
寺
の
仏
殿
修
理
、

承
天
寺
へ
の
山
林
や
仏
殿
寄
進
、
東
長
寺

へ
百
石
寄
進
な
ど
神
社
、
仏
閣
へ
の
配
慮

を
怠
ら
な
か
っ
た
。

光
之
が
承
応
三
年

二

六
五
四
年
）
四

月
、
一
一
十

七
歳

で
藩

主

の
座

に
つ
い
た

頃
、
幕
府
の
権
威
は
確
立
、
諸
藩
へ
の
規

制
、
要
求
は
更
に
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。特

に
福
岡
藩
で
は
幕
府
へ
の
手
伝

い

普
豊前
、
島
原
の
乱
へ
の
出
兵
、
長
崎
警
備

と
多
額
の
出
費
を
強
い
ら
れ
藩
財
政
は

困
窮
を
極
め
て
い
た
。
当
時
、
藩
で
は
上

米
と
称
し
て
藩
士
の
俸
禄
を
削
っ
た
り
、

年
貢
を
納
め
る
時

は
大
き
め
の
桝
を
、

払
い
出
す
時
は
小
さ
め
の
桝
を
使
っ
て

一

割
か
ら
三
割
の
利
を
得
て
い
た
。
博
多
弁

で
ご
ま
か
す
こ
と
を

〃
ま
す
ぼ
り
〃
を
云

う
の
は
こ
れ
か
ら
出
た
と
い
わ
れ
る
。

光
之
は
藩
主
と
な
る
と
直
ち
に
こ
れ

ら
の
制
度
を
廃
止
、
仁
政
を
基
本
と
す

る
藩
政

に
改
め
勤
倹
を
奨
励

し
た
。
光

之
治
世
に
は
早
魃
、
ム
ロ
風
、
洪
水
と
災
害

が
多
く
発
生
し
た
が
光
之
は
細
日
に
わ

た
る
倹
約
令
を
出
し
そ
の
数
八
回
に
及

ん
だ
。
ま
た
財
政
建
直

し
に
力
を
注
ぎ
、
植

林

に
つ
と
め
、
新

田
開
発
を
行

っ
た
。
西

公
園
下
の
海

に
良
港
を
築
き
、
海
軍

や

交
易
の
発
展
に
蓋
く
し
た
り
、
小
石
原

焼
き
を
起
こ
し
た
の
も
光
之
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
事
業
を
速
や
か
に
実
施
す

る
た
め
に
は
支
配
力
の
強
化
が
必
要
で
、

光
之
は
家
格
と
し
て
は
新
参
の
財
務
に

明
る
い
者
を
登
用
し
た
。
い
わ
ゆ
る
側
近

政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

な
か
で
も
立
花
藩
改
易
後
仕

へ
た
立

花

一
族
が
重
臣
と
し
て
登
用
さ
れ
、
そ
の

ひ
と
り
立
花
実
山
は
光
之
の
側
用
人
と

し
て
三
千
石
の
大
身
と
な
る
。

実
山

は
博
学
、
多
識
の
文
人
で
学
問

■
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福
岡
市
民
の
祭
り
　
　
．一

博
多
ど
ん
た
く

港
ま
つ
り

◆
五
月
三
日
０

・
五
月
四
日
０

◆
福
岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台

●
●
．　
　
（舞
鶴
公
園
西
広
場
）

今
年
で
五
回
目
を
む
か
え
た
福

岡
城
ど
ん
た
く
演
舞
台
。
伝
統
の

一囀
多
・松
囃
子
、
三
福
神
に
稚
児
の

揃
い
ぶ
み
か
ら
い
ま
は
や
り
の
フ

ラ
ま
で
た
の
し
い
演
目
。

●
新
し
い
も
の
と
し
て
宮
崎
物
産

展
。
サ
ン
シ
ヤ
イ
ン
レ
デ
ィ
と
踊

り
隊
が
、
南
国
宮
崎
か
ら
ど
ん
た

く
に
参
加
し
ま
す
。

一一・一一・一一一

・・
一
一・一
一
・一

一

●
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

―
・
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J輻 ,電1

【外
　
城
】

福
岡
城
本
城
を
守
る
た
め
内
堀

・

中
堀
・肥
前
堀
と
博
多
湾
の
間
に
「外

城
〓
外
曲
輸
）
と
呼
ば
れ
る
地
域
が

あ

り
ま
し
た
。
現
在

の
大
手
門

・
舞

鶴
・赤
坂
・大
名
地
区
で
す
。

，）
」
に
筑
前
黒
田
藩
草
創
期
に
は

黒
田
二
十
四
騎
の
武
将
の
屋
敷
が
あ

り
ま
し
た
。
（上
図
）
そ
の
後
幕
末
ま
で

最
上
級
武
士
の
大
き
な
武
家
屋
敷
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

【赤
坂
門
】

こ
の
外
城
地
域
を
囲
む
堀
の
内
側

に
は
、
西
か
ら
赤
坂
門

・薬
院
門

・数

馬
門
あ
り
、
特
に
中
堀
北
側
の
武
家

屋
敷
を
南
か
ら
守
る
重
要
な
門
が
赤

坂
門
で
し
た
。

現
在
の
中
央
区
赤
坂

一
丁
目
８
～

Ｈ
番
辺
り
で
す
。
（九
州
電
力

・赤
坂

変
電
所
に
「赤
坂
門
跡
」
の
説
明
プ
レ

ー
ト
あ
り
）

『福岡市の絵馬』より

旧
福
岡
藩
十
五
代
当
主
黒
田
長
久

公
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
思
え

ば
福

岡

城

築

城

四
〇
〇
年

を

記

念

し

て
、

二
〇
〇
三
年

（平
成

十

五

年
）
の
ど

ん
た
く

に

一
三
〇
余
年
ぶ
り
に
、
黒

田
長
久

・
長
高
公
親
子
が
参
加
さ
れ
、

六
月
に
創
刊
さ
れ
た
お
城
だ
よ
り
の

巻
頭
表
紙
を
飾

っ
た
の
は
お
二
人
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
。

福

岡
と
博
多

の
藩
主

・
武
士

と
町

人
の
交
流
の
姿

の
再
現
で
し
た
、

あ

し
か
け
六
年
、
お
城
だ
よ
り

二

十

一
号
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

「初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

こ
れ
か
ら

も
、
か

つ
て
の
福
岡
城
再
現
を
目
標

に
諸
事
万
端

に
心
し
て

い
き
た

い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。
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